
講義 前期
学習教育

目標
垂石　公司

必修 １単位 B TARUISHI Kouji

火・水の放課後に非常勤・名誉教授室にて。

科目目標
(到達目標)

運動学的方程式による運動の解析ができること。具体例に応じて運動方程式をたて，それを
微分方程式として解けること。エネルギー保存則と運動量保存則をさまざまな具体例に適用し
て問題を処理できること。

応用物理１（３年後期）

定期試験を７０％、小テスト・レポート等を含めて授業への積極姿勢を３０％として評価する。６
０点以上を合格とする。

R.A.サーウェイ著　科学者と技術者のための物理学Ia　（学術図書）

１－２年次で学んだ物理を基礎に，数学の進度に合わせ解析的な方法を用いて力学の諸問
題を定量的に扱う。特に微分方程式を使った解法と種々の保存則とに力点を置く。工学への
応用を配慮し，実用的な例題を多く取り入れてゆく。

備　　考

オフィスア
ワー

第１５回

前期中間試験

第４回

第１２回
第１３回
第１４回

第８回

第１１回

第５回
第６回
第７回

第９回
第１０回

運動量：　　　　　運動量と力積　　　　　　　　　　　（９章）
　　　　　　　　　運動量保存則，１次元の衝突の問題
学年末試験

エネルギー：　　　仕事，仕事－エネルギー定理　　　　（７章）
　　　　　　　　　運動エネルギー，仕事率
　　　　　　　　　ポテンシャル，エネルギー保存則　　（８章）
　　　　　　　　　ポテンシャル，エネルギー保存則（つづき）

運動の法則：　　　運動方程式　　　　　　　　　　　　（５章）
　　　　　　　　　運動方程式の解法
　　　　　　　　　円運動　　　　　　　　　　　　　　（６章）

　　　　　　　　　落下運動，放物運動，円運動（２）

運動学：　　　　　物理学と測定，ベクトル　　　　　　（教科書１，２，３章）
　　　　　　　　　速度と加速度，運動学的方程式
いろいろな運動：　落下運動，放物運動，円運動（１）　（４章）

授業計画

第１回
第２回
第３回

評価の基準
と方法

関連科目

概要

教科書
器材等

学科
学年

科目
分類

C3 担当
物理

Physics


